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感謝をベースに（詩篇23:1-6）
　「私は幸い。あなたも幸い」このような告白ができる人であれば、不平不満に負けないで感謝するようになるでしょう。けれども、多くの人が不平不満の中で自分の人生がねじ曲がって、失敗に走る方が多くいます。そして、なかなか、その不平不満のような暗いものから抜け出すことができない理由の一つはそれなりの理由が皆あるからです。こうだから、こういうわけでという、それなりのはっきりとした理由があるうえで不平不満というものがあるからです。そのわけを聞いてみると、「なるほど。そういうことなのか」と納得はできるような内容です。そして、それが繰り返されると人によってはその不平不満が習慣になってしまう場合があります。そうすると、不平不満を言わないと話にならないところまで行く場合もあります。とにかく、理由が確かにあるかもしれません。また、それがその人の習慣になってしまったかもしれません。でも、不平不満というものがどんな理由があろうが、その人の人生を曲げて失敗に引き落としてしまうものであるとまず覚えていただきたいと願います。それは言葉を変えますと、その人が今、感謝を失っているという裏返しでもあります。感謝を失っている、感謝がないということがその人の人生を曲げてしまうものになります。感謝のない心、感謝のない人生はなんの味もないし、自分自身が倒れるだけでなく周りも一緒に巻き込んで倒れるようにしてしまうものです。それで感謝しないといけないのですが、なかなか、感謝できないし、また感謝したとしてもそれが一時的なもので、なにかがあるたびにそれを奪われて失ってしまうようになります。残念ながらクリスチャンである私たちにも「ときどきあるもの」になっているので、そのような状態では人生の勝利はなかなか期待できないし、特にクリスチャンだけに許されている周りに光を照らし、まわりの人々を温めて、その人々を助けるということは考えられないということにもなります。皆さんは自分も知らずに無意識的に不平不満に走る場合が多くあると思います。だから、それに気づかないときが多いのではないかと思いますが、特に未信者でも信者でも同じなのですが、特にクリスチャンの場合はそれがどれほどまずいことなのかということを考えていただきたいと思います。その不平不満の底の部分を見ると消えない不安があるがゆえにそうなってしまいます。
　今回もいろいろなことがあり、いろいろな人とお会いする機会がありました。また、いろいろな話をする機会がありましたが、ほとんどの人が自分が正しい場合に、また何か自分が持っているルールや基準に当てはまらないことを見たとき、相手が間違っている場合、ものすごい勢いをもって自分は正しいと相手を圧倒するような感じになります。でも、私が見ている限りはそれが正しいからというよりは、心の底にある不安が消えないのでそういう形に現れるものではないかと感じました。つまり、正しいか正しくないかではなく、たとえ間違っていても相手が過ちを犯した、相手が正しくない場合でも大丈夫だという平安がないからではないでしょうか。皆さんにはそのような平安があるでしょうか。もしそれがなければ、正しいか正しくないかによっていつもひっかかるしかありません。正確に申し上げると正しいというのはどこまで正しいことで、なにが正しいことなのかと吟味すると、また話が変わるようになりますが、とにかく、これは間違っていてもよい、過ちを犯しても大丈夫だという許可をするような話ではありません。ただ、どんな間違いであれ、相手がどのような失敗をするか、過ちを犯すかに関係なく、自分の方では大丈夫でないといけません。それが信仰であり平安です。クリスチャンにのみあります。神様を信じる人だからこそあるものです。残念ながらクリスチャンの９９％ぐらいは正しくないものは見ていられません。それはその人が悪いことを悪いと言わないでカバーするための話ではありません。そうではなく、自分の方でそれでも大丈夫だというのがない裏返しではないでしょうか。それはその人の心の底に不安というものが消されていないということではないでしょうか。そういうことから生まれてくるものが不平不満というものです。それをよくよく考えてみると小さなことではありません。そのことで感謝を奪われてしまうようになります。もう一度申し上げますが、不平不満というものは感謝がないという裏返しなので、そうするとその人の考え方をはじめ、人生を曲げて失敗に走らせるものだということを、まず覚えていただきたいと願います。
　そういう意味で皆さんはなにより、なにがどうなるかの前にそれらと一切関係ない、揺れることのない、奪われることのない感謝の主人公として残りの生涯を歩いていただきたいと願います。なにが起こるか、なにがどう変わるか、それは物も人も環境も皆一緒です。世の中に永遠に変わらないものなどひとつもありません。そういう中を歩いている人生です。そこでなにかが変わるたびに、なにかが動くたびにそれに引きずられるようになる人は勝利を期待できないでしょう。そういうことがあるにもかかわらず、奪われない感謝、それは皆さん、クリスチャンにのみ許されているものです。そして、クリスチャンが本当にクリスチャンにのみ許されている感謝をしっかりと握って味わうことがあれば、まわりも変わるようになるでしょう。今日、収穫感謝礼拝をともに捧げることを神様に感謝します。この礼拝をとおしてよくよく考えて皆さんにそのような感謝があるのかということを吟味していただきたいと願います。もし皆さんにいろいろ悩みや葛藤や不満不平、いろいろな心配があるとすれば、そうせざるをえない状況だからではなく、むしろ、クリスチャンにある、そういうことがあるにもかかわらず奪われない感謝、その感謝をどこかでなくしているからそのような症状に絡まれているということではないかと考えてみていただきたいと願います。そういう意味で、聖書に紹介されている信仰の人の感謝を見ると、私たちが感謝する感謝とはだいぶレベルが違います。うまくいってよいことがあり、祝福があったときに感謝する、それもしないといけません。しかし、イエス様はおっしゃいました。そのような感謝であれば、異邦人もやるもので、あなたがたの感謝はそういう感謝ではないでしょう。でも、そのような異邦人もできる感謝というものは、状況によってころころ変わるものなので、それは人生の勝利のための基礎にはなれません。ベースにすることはできません。

そういう意味で聖書に紹介されている人々の感謝はどのような感謝だったのか。そこには特徴があります。その代表的な人物のひとりが今日、お読みしました詩篇を書いたダビデという信仰者ですが、その信仰者の感謝の特徴がなにかというと無条件、感謝なのです。たとい、死の影の谷を歩くことがあっても私は感謝しますという無条件です。この感謝が人生を勝利に導く感謝であり、皆さん自分自身を守り、それに留まらず周りに光を照らすような感謝になります。これを回復しないといけません。「えー。無理、無理」私もクリスチャンで本当に救われた感謝もありましたけれども、すべてのことに感謝しなさい。無条件、感謝しなさいということはなかなか、理解できませんでした。何も心配しないようにと、心配事がたくさんあるのにそうやって心配できないのだろう。神様に感謝しながらも、なかなか、理解できませんでした。福音とその福音を与えられた、そして、福音が全世界に宣べ伝えられることを約束し、その約束を絶対的に守られる神様がどんな方なのかがしっかり分かるまではそれは理解できませんでした。よいことがあれば感謝で、悪いことがあれば不平不満まではいかなくても牧師なので一生懸命祈るものだ。でも、感謝はできない水準でした。でも、その感謝では、皆さんこれからレベルをアップさせましょうと言う話ではありません。クリスチャンにのみ許されている特権です。だれでも、感謝できるものです。その感謝です。どのような感謝でしょう。無条件、感謝です。もちろん、パウロ、あるいはペテロのような方々は伝道しているときに捕まり、鞭で打たれ、帰りに「神様。福音のために、伝道のために、このように迫害されることを感謝します。それも感謝です」とそのレベルまでは要求しません。でも、叩かれたときに「これも感謝」という前に「叩かれてもとにかく感謝です」とそこまでいかないといけません。これが感謝だと、この痛みに対しても。私たち人間の目で見たときには悲しいことでもそれも感謝なことだと行かないといけないのですが、そこまではまだ要求しないで少し我慢します。そうでなく、訳が分からなくても「とにかく、その前に私は感謝すべき内容があるので、それにもかかわらず私は感謝があります」とこれを感謝するまではいかなくても、「これがあるにもかかわらず、とにかく私には消えない、奪われることができない感謝があります」という感謝まではしっかりと守って行かないといけません。クリスチャンだけにあるものです。今までの皆さんの生き方、世の中で言われている、また見ている様々なことに振り回されないようにしてください。それは私たちと関係ありません。クリスチャンの感謝はそのような感謝です。パウロは刑務所の中に入って、その刑務所の中から3日後には釈放される予定なので感謝しますとは言わないで、ある意味、いつ出るか分かりません。当時の状況を見ると死刑になる可能性があります。それにもかかわらず、それらはぜんぜんかまわず、パウロは刑務所の中で「主に心から感謝します。キリストを私たちのために与えられた主の御名がほめたたえられますように」と刑務所の外なのか内側なのかと関係なく、とにかく奪われない感謝がありました。無条件、感謝です。無条件、感謝というのは言葉を変えますと、先ほども申し上げましたように、なにごとがあっても、なにがあってもそれと関係なく、優先して感謝させることです。一番、真っ先に感謝からスタートすることです。大学の受験に落ちました。ショックです。そのショックの前にショックが届く前に急いで感謝しないといけません。優先して。それがクリスチャンの感謝です。家族のだれかが事故に遭う場合もあります。また、子どもが自分の思いどおりに行かない場合もあります。会社で、あるいは事業をやるときに本人が予想し思っている、描いているとおりにうまくいかないで、予想だにしていないいろいろな事故に遭ったりという場合もあります。人に裏切られる場合もあります。悔しいでしょう。心配になるかもしれません。心配はちょっとあとで、とにかく、無条件、一番真っ先に「とにかく私は感謝します」とできますか。笑っているというのは今まで10年以上、牧会をして私は失敗したのだろうかと思います。笑う場合ではありません。「なるほど」にならないと。皆、その部分においては笑ってパスしようとします。真剣に考えないといけません。皆さんが本当に福音を福音として信じて味わっているのかどうかという話です。優先してください。
家族のだれかがいきなり私から離れて、天国へ行くのかどこかへ消えてしまうという場合もあるでしょう。それでもまず感謝なのです。それが私たちの感謝です。感謝を奪い取っていくサタンの策略はいろいろあるでしょうが、大きく人をとおして感謝を奪い取っていきます。今回もいろいろな人に会い、いろいろなことがありましたので、悲しみもあるしショックもあるし戸惑いもあるしいろいろあります。しかし、そこで言いました。こういうことをとおして人は頼る存在ではなく、愛する相手だと。それを心に刻みましょう。人を少しでも頼りにしていれば必ずよい意味でも悪い意味でも裏切られるときが来ると。私たち人間が頼りにすることができる方は神様ひとりしかいません。それなのに皆、人を頼りにしているからよい意味で人が亡くなる場合もあるし、悪い意味で裏切られる場合もありますが、皆、それに捕らわれるようになります。人は一度は死んでしまうし、また人はいつ変わるか分からない存在です。永遠なるものは神様、神の御言葉以外にはありません。それなのに人によって感謝が奪われるということはなんと悔しいことでしょうか。ですから、人によって感謝が奪われることがないようにしましょう。人を自分の心の中でそういう位置づけして整理しておかなければいけません。旦那さんでも子どもでも親でも恋人でも同じです。また、暗闇の力はクリスチャンから感謝を奪い取っていくために、クリスチャンがこの感謝をベースにきちんと敷いていくようになれば暗闇の王国、今現在、暗闇の力が支配しているところがどんどん壊れていくことをよく知っているので、クリスチャンが感謝できないように感謝を奪い取っていきます。そのもうひとつの方法が環境です。環境をとおして私たちが感謝できないようにします。本来、それは消えない感謝なのに、それをよくも奪われています。あるいは、状況をとおして、なにかの事件を起こすことによって。だいたいそういうことです。そういうことによって感謝が左右されるようになるし、今までそのように左右されて来たので刻印されています。そういうものだと。それにはもうひとつも文句を言わないですぐに感謝を無くしてしまいます。人が変わったとき、人にこんな風にされたということで、無視されたとか、やられたとか、騙されたとかで感謝を奪われます。環境がこんな環境で、死の影の谷のような環境。「だからこそ、私はもうだめだ」と状況が予想していた状況ではなく違う状況に変わったりしたときに、またとまどって感謝を失うようになるということがなんと多いでしょうか。多いというよりは今まではそれが当たり前なことになっていたかもしれません。そこも吟味してください。今まで当たり前だったのが、クリスチャンにとっては当たり前ではありません。無条件、人が環境が状況がどう変わろうが関係なく、それにもかかわらず無条件、クリスチャンは感謝です。まず真っ先にすべきです。感情的にそれがついていけなくても構いません。歯を食いしばってでも感謝からスタートしないといけません。それが人生を勝利へと導くクリスチャンの感謝の特徴であり性格です。

なぜでしょうか。なにがそれほど感謝するようにさせるものなのでしょうか。それは世の中の人にはクリスチャンだけにある感謝の内容があるからです。私たちはうまくいくから感謝、そうでないから不満というレベルの存在ではありません。なにがどうであれ私たちは神の恵みによってキリストが与えられ、そのキリストがイエスであるということが分かっていて、「イエス様がキリストです。私の人生の救い主です。私の人生の答えです。私の人生のすべての問題を解決された方です」と知り、信じて告白するようになったものです。それをクリスチャンと言います。皆さんも周りの未信者の方々を見ていろいろなお話をしてみれば、本当に感謝しながらしてみれば大体、感じるようになるし、また考えさせられるようになると思います。いろいろなことがあったにもかかわらず、キリストのことが分かって、イエスがキリストだと告白することができたということはどれほどの感謝なのかと。今、世の中はどんな状況なのかというと聖書をもってイエスを教える、イエスのことを語る教会でさえ「イエスがキリストです。キリストだけに希望があります」という話をしません。牧師でも。そういう中で本当に私たちのようななんの功もない、どこを見ても自慢できるようなところは今現在はあまり見られない私たちでありますが、ひとつ、どうしてイエスがキリストだということが分かったのか。これこそ恵みの内の恵みです。それを皆さん、小さく考えてはいけません。今まで皆さんが頭の中、心の中で引っかかって気にしていた様々な内容がいっぺんに小さく縮まって崩れるほど、これは大きな、大きな恵みです。なぜでしょうか。イエス様がキリストだと信じて告白した者、それは２００％神の恵みなのですがその人はその人がどんな人間なのか、どのような過去を歩いていたのか、これからどのような人生を歩くのか、一切関係なく、その人はもしそのイエス・キリストでなければどうしても抜け出すことができない滅びの運命、呪いの運命、地獄の運命から完全に解放されているものです。それは周りの人や状況や環境がどう変わると関係なく、根本的に永遠に私たちのものです。これがどれほどの大きな祝福なのかご存知でしょうか。今も多くの人が多くの国、民族が、様々な偶像に、しきたり、日にち、いろいろな迷信などに恐怖を覚えて生きています。私たちはイエス・キリストを信じたその瞬間、そういったものと一切、関係ない、完全に解放され、死と罪の原理から解放され、もう二度と滅びる運命などとは関係ありません。もっと分かりやすく言いますと、イエス・キリストを告白している者はどんな過去なのか、今現在、どういう状況なのかに関係なく、その人は一切、不幸はありません。不幸が飛び交う死と罪の原理から引き上げられ完全に解放されています。二度と戻ることができないようになっています。皆さん、自分自身がよく分かっていないで、つまり、感謝を無くしていて勝手に心配をし、勝手に悩んで、勝手に悲しんでいるだけであって、勝手に不幸だと思っているだけであって、一切そういうものと関係ありません。そのように解放されました。死と罪の原理から解放され、死からいのちに移っているのです。分かりますか。イエス・キリストを信じることと信じないこととの違いをご存知でしょうか。これはもし人から裏切られたときでも、皆さんの内側にあります。これは皆さんの人生にあり、皆さんのものです。永遠に変わらない。だから、このことに対する感謝、まず基本的にこの感謝を失ってはいけません。この感謝を見逃してはいけません。たとえ、死の影の谷を歩いていても私は解放されている者、私は祝福されている者、私は救われた者だという感謝をささげる者がクリスチャンです。

そうすると、その次が変わります。皆さんに襲いかかっている心配、不平不満の力が崩れていくようになります。こういう存在なので、このような感謝の内容があるがゆえに皆さんは無条件、優先に感謝する存在です。またそうしないといけません。しかも、完全に解放されているだけではありません。イエス・キリストを信じて受け入れた瞬間から、創造の神様が、三位一体の神様が、これは秘密中の秘密なのですが人間、理性では解き明かすことはできない、謎みたいなものでしょうが信じられるものです。聖霊が宿っている者はそれが信じられる、説明はできないが三位一体の神様が聖霊をとおして皆さん、信じるクリスチャンひとりひとりの中に入ってともにおられ、離れることなくいつまでも永遠に同行される存在です。と同時に、それを言葉を変えますとすべての悪いものが吹っ飛んで、天の御国がその人の中に臨まれ、天の御国、天国を所有している状態であり、神の子どもと呼ばれる状態であり、なにがあっても倒れることがない、滅びることのない祝福の存在になっていました。それは人や状況や環境が変わっても変わりません。四方八方から苦しめられても窮することがありません。倒されても倒れることは、滅びることはありません。内側に宝のキリストを持っているから、三位一体の創造の神様が皆さんひとりひとりの内側に聖霊をとおしてともにおられ、世の終わりまでいつまでもともにおられるとおっしゃいます。このことがあるので、この祝福の主人公なので、たとい、死の影の谷を歩いていても、たとい人に裏切られたことがあっても、たとい財産が全部奪われて燃やされたことがあっても「私は感謝します。このことのゆえに感謝します」とここをスタートにしないといけません。これは戦いです。皆さんもいつ死の影の谷を歩くような大変な大きな問題を待たないで、日々、小さな様々な事の中で、「それにもかかわらず私は救われた者だ。私は主がともにおられる者だ。天にある霊的なすべての祝福はもはやすべて私のものだ」と告白する、これがどういうことなのかよく吟味してみてください。びっくり驚きます。環境や人や状況などによってこの感謝の内容を忘れて、感謝の内容がどこかに行ってしまうようなことがないようにしていただきたいと思います。
それだけではありません。皆さんがイエス・キリストを受け入れた瞬間、いつも申し上げているように聖書には皆さんが「キリストとともに天の御座に座らせてくださった」と過去形で書いてあります。それが神秘です。それが霊的なワンネスというものです。「この宗教に私は入門した」とか「あの教会に籍を置いた」とか「私はこのように変わった」というのは宗教です。いのちはそうではありません。霊的に三位一体の神様とワンネスになるのです。だから、イエス様がいらっしゃるところに私も一緒にいて、私がいるところにイエス様も一緒にいるという神秘的な関係になりました。いつでしょうか。イエス・キリストを信じて受け入れた瞬間です。よみがえられたイエス様が天の御座に、勝利の主、万軍の主として座っていらっしゃるときに、私もともにそこに座っていると言われます。そういう存在です。逆に言いますと皆さんが死の影の谷を歩いているときにも主がそこにともにいらっしゃいます。いつ皆さんがこの世を離れ死ぬことがあっても、永遠の天国に迎え入れられるよう保証されています。しかも、完璧に保証されています。天の御国の国籍はもうすでに与えられています。覚えていてください。皆さんにいつもお話しているようにハッピーエンディングはもうすでに決まっているのです。そのような人生を歩いているものです。ですから、人、環境、状況がどう変わろうが完璧な保証、完璧な希望、天国の保証などは変わることがないものなので、これを先に、優先に感謝するようになります。これが感謝の内容です。これを全部まとめるとキリストの中にある祝福です。だから、キリストが感謝です。旧約のときには12部族がいてカナンの土地を11部族に分配して、レビ部族には土地の分配がなく、「ヤーウェの神があなたの相続です」とおっしゃいました。どういう意味でしょうか。彼らはカナンの地が問題ではありません。カナンはキリストが来られるために用意されている約束の地なので、「あなたがたがカナンに住んでいながらもキリストを忘れてはいけません」と言われました。いろいろな土地を相続として与えられたのですが、本当の意味はレビ人には土地が与えられないで、レビ人を見ながら「私たちの相続はこの世にある土地とか人、金、財産ではなく、キリストこそが私たちの相続なのだということを忘れてはいけない」と。そのキリストが来られました。キリスト、イエスを受け入れともにおられるクリスチャンです。私たちはこの世にあるものに喜びがあるわけではありません。キリストこそが喜びであり、キリストは力であり、キリストが希望であり、キリストが財産であり、キリストが知恵であり、キリストがすべてです。これがキリストが相続という意味です。神様はそのような祝福を実際的に与えるために旧約のときには模型としてそのようにおっしゃっただけです。今は私たちはその主人公です。完璧に保障されています。これがキリストにあって神様から与えられました不変の祝福であり、神の不変の愛です。これが今皆さんのものです。皆さんに届いています。消えることもありません。皆さんが嫌だと拒んでも拒むことができません。それを難しい日本語になるのですが不可抗力的と言います。皆さんがどんなに嫌だといっても嫌だという気持ちと唇を神様が曲げて「イエス」と言わせます。だから、不可抗力と言います。皆さんが最初から「イエス様、好きです」という人はほとんどいないと思います。クリスチャンの家庭で生まれたとしても本能的に人間はそうではありません。それなのに皆さんがイエス様を信じるとは予想だにしていないでしょう。でも、神様が不可抗力的にそうしました。拒むことができません。不変の神の愛、不変の祝福です。このような祝福をキリストというひとつの言葉によって全部与えられました。キリストこそ感謝です。皆さんがキリストを所有しているがゆえに、皆さんは人、環境、状況がどう変わろうが無条件、優先に感謝することができる存在です。サタンはここを忘れるように、ここを気づかないように攻撃を仕掛ける者なのですが、皆さんはそれに対抗して、先に分かっていて覚悟して普段から感謝しながら皆さんの告白が大切です。「神様、死の影の谷を歩いても、がんを宣告されても、死刑を宣告されることがあっても、財産が全部無くなっても、家族になにが起きても、人に裏切られることがあっても、騙されることがあっても、環境がどう変わろうが関係なく、私は無条件、優先に完璧に解放され、永遠に同行され完璧に保障されている、不変の神の祝福と愛を感謝します。その感謝を忘れないで感謝することができるように聖霊充満を与えてください」と普段からそのように告白してみてください。私は弟子訓練を集中してやるつもりですが、その第一がこれだと思います。本当にキリストが皆さんの相続であれば、皆さんが一番大事にして、一番尊く思っているものが目に見えないビジョンなのか、目に見える人なのか、愛情なのか、財産なのか、皆さんの経歴なのか、皆さんの良さなのかどうかは分かりませんが、それをちりあくたのように「なくても構いませんよ」とまずは告白できるかどうかなのです。そこを一応、ふたをしておいて「ハレルヤ」と言っても、それは基礎がしっかりとした基礎でないので、ちょっとした地震が起きても揺れます。その人の人生は揺れます。その上にしっかりとした家を建てるということは難しいのです。それは悪いというよりはクリスチャンとして残念です。皆さんはしっかりとした家を建てることによって周りにも光を照らすようになります。世の中にそんなに未練がましいことがあるのでしょうか。そんなにうらやましいものがあるのでしょうか。ありません。それはもう一度言いますが何もかも必要ではないという禁欲的な厭世主義的な話ではありません。今申し上げましたこの感謝の上にその価値が成り立つものです。「全部わかっていますよ」と言うかもしれませんが、分かっているのではなくそれが感謝にならないといけません。他のものがどうなっても構わないくらいの感謝にならないといけません。

そのような感謝をもって本当に感謝を捧げ、感謝を告白し、感謝するクリスチャンに現れる結果は何でしょうか。その瞬間、その人にあったすべての暗闇の力が崩れていくようになります。そして、今までその人を捕え邪魔していた暗闇の力が光のわざを邪魔していました。クリスチャンなのに。それが崩れることによって光のわざ、光の力が働くようになります。その人本人と、その人の人生の歩みに光のわざが現れ、それをとおしてその人の周辺、まわりに、現場に光のわざと光の力が照らされるようになります。これこそがこの国を、この民族を、この世界を守る、助ける唯一の方法です。国連、政治家、国会などでは守れません。これだけです。これを知っている者は国会議員として、これを知っている者が芸能界に、これを知っている物が教育、経済、文化の世界に入っていかないといけません。だから、レムナント、レムナントと言っているのです。普通に順調に育てて成功することを願っているのでしょうか。そこに成功はありません。あとあとクリスチャンでありながら皆さんの親の目から血の涙が出る経験をするようになりますので、今から全部あきらめて、この人がこの感謝ができるように、この感謝のゆえにしっかりとした家を建てるためにこの人に神様から与えられたタラントを正しく発見し、その分野に最善を尽くして最高になれるようにバックアップしていくというのが親の役割です。感謝ができない場合はそういう意味で本当の感謝、クリスチャンの感謝ではありません。世の中の感謝は感謝ではありません。もちろん、世の中でも不平不満よりはなんらかの感謝の方が有利なのですが、その感謝では正しい人生の勝利の家を建てる基礎にはなれません。クリスチャンだけにあるこの感謝、ぜひ回復していただきたいと思います。収穫感謝礼拝というのがひとつの行事として終わらないで、この感謝がひとりひとりにどんな状況、どのような身分であっても構いません。クリスチャンであればこの感謝を回復し、無条件、優先して感謝する内容を持っているクリスチャンです。勝利していただきたいと願います。このような感謝がないまま成功するということは成功ではないということをぜひ覚えてください。これは脅迫ではありません。あとで親の目から血の涙が出るのです。これは脅かしではありません。なぜ親が子どもにそういうことをさせるのでしょうか。クリスチャンでしょう。キリストがその人の喜び、キリストがその人の満足になって、キリスト以外に希望がないので、政治でも教育でも芸術でも技術でも科学でも希望がないことが分かっている子どもが科学界、技術界に入らないといけません。そうでないと皆、食いつくされてしまいます。これが世の中です。これが歴史です。人生です。皆さんが知っていること、見ているだけの世界ではありません。目に見えない部分の世界は100分の99なのです。感謝すると必ず暗闇の力が砕かれます。そこから皆さんが想像もしていない光のわざが現れる人生を歩くようになるでしょう。
ですから、皆さん、今日のメッセージを覚えて、今現在、私は何に感謝しているのか吟味してみてください。それから、何のために感謝を失っているのかということもよく吟味してみてください。そして、それを全部、修正しましょう。それから、真の感謝、なにがあっても奪われることのないクリスチャンにのみ与えられている感謝の内容を皆さんの人生、考え方、すべてのベースにしましょう。ベースにするという意味が分かるでしょうか。先ほども申し上げましたように無条件、優先してここからスタートする、これがベースです。ベース、基礎。家を建てるときは基礎が大切です。ちょっとした地震でも揺れるような基礎だったら、あれは見込みがありません。揺れない基礎です。ただ感謝、感謝ではなく、真のクリスチャンの感謝を具体的にベースにしないといけません。それを告白し皆さんの中で整理しましょう。そして、その感謝のベースの上にこれから祝福の人生の家を建てていきましょう。これは抽象的な話ではありません。皆さんの職業、事業、家族の意味、皆さんの才能の意味、これからの真の結婚なども全部家です。これらをベースの上に建てないといけません。人を選ぶときも同じです。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　恵み深い天の父なる神様。愚かな人は神様はいないとキリストを拒む中で、私たちを神の恵みによってイエスがキリストであることを知り、告白ができましたクリスチャンであることを感謝します。どうか神様、クリスチャンにのみある状況、人、環境に左右されない、この感謝をしっかりと覚えて、自分の人生のベースにしていつもそこからスタートできるようにひとりひとりを導いてください。そこにある勝利の具体的な証拠を具体的に見ながら残りの生涯を歩き、そして、光のわざがその人の人生、また周りを照らすことを体験し、またその伝道者として、主人公として、残りの生涯を歩いて行けるように少しでも愚かな人のように心配をしたり、不平不満に走ることがないようにしっかりと守ってください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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